
 

 

３３    館館林林市市のの将将来来像像  

 

本市の都市づくりにおけるさまざまな課題や、市民や行政の市の将来のあり方に

対する考え方を踏まえて、本市の将来像を設定します。 

 

３３－－１１  将将来来都都市市像像  

  

 本市の将来都市像を、 

 

市市民民とと行行政政のの協協働働でで築築くく、、  

「「街街並並みみとと自自然然がが調調和和ししたた  公公園園文文化化都都市市  たたててばばややしし」」  
 

         として、その実現に向けて、各種の施策を展開します。 

 

本市の総合計画である「たてばやし市民計画２０１０」では、将来のあるべき都

市像に関して「やすらぎと活力に満ちた公園文化都市」というキャッチフレーズを

掲げています。 

本プランでは、この都市像を基本的に踏襲しつつ、都市計画・都市づくり分野の

専門計画として「街並み（都市）と自然の調和」の観点を明確化し、また近年の都

市づくりにおいて重要となっている「市民と行政の協働」を加えることで、 

 

  ～市民と行政の協働で築く、 

       「街並みと自然が調和した 公園文化都市 たてばやし」～ 

 

を将来都市像とします。 

このキャッチフレーズを基本に、市民や企業・事業者とともに、館林市をはじめ

とする行政が協働して都市づくりを進めていきます。 

 

 16



館林市の将来像    

 
３３

 

３３－－２２  将将来来都都市市構構造造  

本市の現状や開発計画の動向を踏まえ、将来の理想的な都市機能のあり方につい

て、基本的な考え方や都市づくりの体系を整理し、将来都市構造を設定します。 

 

（１）都市づくりの上での基本的な考え方 

 

①既成市街地における基本的な考え方 

○既成市街地については、引き続き都市基盤の整備を進めるとともに、区域に点

在する水辺や歴史・文化資源の保全に努め、良質かつ個性的な居住空間の創出

を図ります。 

 

②既存農用地および集落地における基本的な考え方 

○既存の農用地や集落地については、保全していくことに加え、身近な自然環境、

生産基盤、防災空間としての機能の維持、改善を行います。 

○線引き前の開発行為などにより、宅地化が進んでいる地域については、計画的

な土地利用の誘導を検討します。 

○幹線道路の沿道などのように交通利便性に恵まれ、都市的土地利用の活用が図

りやすい場所については、後背の農用地および集落への影響を考慮しながら、

沿道型施設の導入を検討します。 

 

③水と緑を象徴する 4 つの沼周辺における基本的な考え方 

○本市の水と緑を象徴する多々良沼、城沼、茂林寺沼、近藤沼を中心とした公園

とその周辺地は、自然環境を保全しつつ、人々が憩い楽しめる空間として維

持・充実を図ります。 

○多々良沼に近接した県立館林美術館や彫刻の小径などの芸術関係施設周辺は、

人々がやすらげる空間として維持・充実を図り、拠点形成を進めます。 

 

④連携軸における基本的な考え方 

（広域的幹線軸） 

○周辺市町および首都圏などへの都市間連携を強化するために、広域交通軸の整

備を図ります。 

（その他の幹線軸） 

○都市内については、広域連携軸と一体的に機能する都市内の交通軸の整備を図

り、地域の骨格を形成し、活性化を支援します。 

（水と緑の軸） 

○館林駅周辺の中核商業・業務空間内の主要道路については、快適な歩行空間を

創出し、コミュニティ軸とします。 

○本市に存在する歴史資源や、人々の生活に潤いを与える「水」と「緑」の資源

である主要な河川・池沼や公園などを有機的に結び、快適な憩い空間とともに

歩行者系のネットワークの形成を図ります。 
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（２）将来都市構造 

本市の将来都市構造を整理すると次のとおりです。 

 

図３－１ 将来都市構造体系図 

 

 

 

 18



館林市の将来像    
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３３－－３３  人人口口のの見見通通しし  

○本市では、安心の確保と賑わいの創出という基本的な都市環境の質を高め、

人々が住み続けたいと思う都市づくりを推進することにより、定住人口の確保

に努めます。 

○人口の見通しについては、上位計画の想定人口の考え方や設定値を踏まえ、政

策誘導による社会増に努めます。 

 

本市の総人口は、微増を続けていますが、今後については特別な社会増がない限

り平成２０年代（２００８～２０１７年）には減少に転じることが想定されます。 

本プランの目標年次である平成３７年（２０２５年）の人口について、平成１２

年（２０００年）の国勢調査の人口（７９，３７１人）をもとに推計したところ、

７４，０００人程度まで落ち込むことが結果として得られています。 

「たてばやし市民計画２０１０」では、安心の確保と賑わいの創出という基本的

な都市環境の質を高め、人々が住み続けたいと思う魅力ある都市づくりを推進する

ことが人口増加の第一歩であるとの認識に立ち、第２～３次総合計画における想定

人口を超長期の目標として尊重しつつ、第４次総合計画における平成２２年(２０

１０年)の人口を８２，０００人と見込んでいます。また、「館林都市計画区域整備、

開発および保全の方針」（県都市計画マスタープラン）では、平成２２年における

館林都市計画区域の人口フレームを微増と見込んでいます。 

本プランでは、人口減少が想定される社会情勢と微増している本市の人口の現状

を踏まえ、「たてばやし市民計画２０１０」の見通しを前提に、政策誘導による社

会増に努めるものとします。 

 

 

「コーホート要因法」とは 
・将来同じ年に生まれた人口集団を

「人口コーホート」といいます。 

・一定幅の年齢階級（今回は５歳階

級刻み）に属する人口の５年後、

１０年後を推計します。 

・人口変化の背景には、さまざまな

社会経済文化的要因が絡んでいま

すが、コーホート要因法では、人

口変動と直接の関わりを持つ出

生、死亡、移動のデータを用いて

推計します。 

 

 

図３－３ 本市の人口の見通し（コーホート要因法による） 
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館林市の将来像    

 
３３

 

３３－－４４  都都市市づづくくりりのの目目標標  

近年の都市づくりが対象とすべき内容を網羅する観点から、本市の「都市づくり

の目標」を掲げます。 

 

〔目標１〕 

○賑わいのある中心市街地、閑静な周辺住宅地、美しい田園地帯が共存する都市

の形成を目指します。 

 

中心市街地の再生、閑静で良好な環境を持つ周辺住宅地の形成、そして美しい田

園地帯や集落地の保全と活性化に努めることで、互いが共存しつつ発展していくよ

うな都市の形成を目指します。 

 

〔目標２〕 

○市民の安全・安心を確保し、しかも便利で快適に暮らせる都市の形成を目指し

ます。 

 

都市づくりの基本は、安全かつ安心で機能的な市街地の整備と、便利で快適に暮

らせる新市街地を形成していくことです。 

火災、地震、水害、交通事故などの災害や、犯罪から市民の生命と財産を守る、

安全で安心して暮らせる都市の形成を目指します。 

適正な土地利用の誘導や各種都市施設の整備を総合的に展開し、利便性の高い都

市の形成を目指します。 

市民の運動や健康の維持・増進を可能とするような空間づくり、福祉の都市づく

りも目標とします。 

 

〔目標３〕 

○恵まれた自然と城下町としての歴史をいかした都市の形成を目指します。 

 

魅力ある都市にしていくためにも、豊かな自然や城下町の名残をいかしたやすら

ぎの空間形成が大切です。 

沼地や河川・水路、平地林など、比較的自然環境に恵まれた本市では、それらの

資源を極力保全し、より親しめるように活用することを目指します。 

旧城下町の名残を感じさせる空間など、館林ならではの歴史的な景観を守りつつ、

美しい都市景観を生み出すことも目標とします。 
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